
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.4 調査地周辺の既存ボーリング位置 

ならびに模式地質断面図 

調査地周辺の既存ボーリング位置図 
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シルトよりなる。
GL-59.45～59.65m間に軽石混じりの細
中砂を挟む。
所々にφ5～10mm前後の軽石が点在す
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中砂を挟む。
所々にφ5～10mm前後の軽石が点在す
る。
含水量は中位程度である。

粒径の不均一な中粗砂を主体とする。
φ2～30mm前後の亜円～円礫、軽石を多
量に混入しており、一部は砂礫状を呈
する。
最大礫径はφ50mm程度、軽石の最大礫
径は100mm程度である。
GL-64.5～65.0m間は特に軽石が多い。
含水量はやや多い。

軽石混じり細中砂と軽石質砂の互層か
らなる。
軽石はφ2～30mm前後を主体とする。
所々にφ2～5mm前後の亜円礫が点在す
る。
含水量はやや多い。

やや粒径の均一なシルト質砂～微細砂
よりなる。
部分的に固結シルトの薄層を互層状に
挟む。
地層下部にφ2～30mm程度の軽石を混入
する。
含水量は中位程度である。

粒径の不均一な中粗砂を主体とする。
φ2～20mm前後の亜角礫や軽石を多量に
混入する。
稀にφ30mm程度、最大60mmの亜角礫が
点在する。
GL-79.7m以深はしらす様のシルト混じ
り砂との互層となる。
含水量は中位程度である。

全体的に不均質な砂質土層で、粒径の
不均一なシルト混じり砂～シルト質砂
の細粒砂質土層と軽石、中粗砂等の粗
粒砂質土層が5～50cm程度の間隔で互層
をなしている。
細粒砂質土層の部分はしらす様を呈
し、やや固結している。
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入し、一部は砂礫状を呈する。
全体的にφ2～30mm前後、最大φ50mm程
度の軽石を混入する。
稀にφ2～30mm前後の亜角～亜円礫が点
在する。
含水量は中位～やや多い。
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GL-0.05mまではアスファルト、GL-0.05
～0.20m間は砕石。
全体的に不均質な埋土で、粒径の不均
一なシルト混じり砂～中粗砂からな
る。
φ2～50mm前後の角礫～円礫や軽石を混
入する。
含水量は少ない～中位である。

浚渫土と推測される。
粒径の不均一なシルト質砂を主体と
し、一部に細中砂の薄層を挟む。
φ2～10mm前後の軽石が点在する。
また、稀に5～25mm前後の円礫が点在す
る。
含水量は多い。

コンクリート、礫、玉石を混入する粒
径の不均一な細中砂。
11mのN値はコンクリート打撃による異
常値。

粒径のやや不均一なシルト質砂～シル
ト混じり砂よりなる。
φ2～20mm前後の軽石や亜円～円礫を混
入する。
GL-13.5～13.6mにφ100mm以上の軽石を
混入する。
含水量はやや多い。
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粒径のやや不均一なシルト質砂～シル
ト混じり砂よりなる。
所々に層厚10cm未満の細～中砂やシル
トの薄層を挟む。
φ2～10cm前後の軽石を混入する。
また、稀にφ20～30mm前後の軽石が点
在する。
全体的にに貝殻片が点在しているが、
特にGL-39.6m以深は貝殻片が多い。
含水量は中位程度である。

粒径の不均一なシルト混じりの細～中
砂よりなる。
φ2～30mm前後の軽石を混入する。
軽石の最大礫径はφ40mm程度である。
また、稀にφ2～20mm前後の亜円円礫が
点在している。
含水量は中位程度である。

やや固結した旧期ローム層でシルトを
主体とする。地層下部にφ2～20mm前後
の軽石を混入する。

粒径不均一な細～中粗砂を主体とす
る。
GL-47.8～48.0m間にしらす様のシルト
混じり砂の薄層を挟む
全体的にφ2～40mm前後、最大φ60mm程
度の軽石を多量に混入する。
部分的に軽石主体の砂礫状を呈する箇
所が認められる。
φ2～10mm前後の亜角～亜円礫を混入す
る。
含水量は中位程度である。

粒径のやや不均一なシルト質砂を主体
とする。
φ2～20mm前後の軽石が点在している。
一部に層厚1～5cm程度の細砂薄層を挟
む。
含水量は中位程度である。
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粒径の不均一な中粗砂を主体とする。
所々、シルト分を含んでいる。
φ2～20mm前後の亜円～円礫や軽石を多
量に混入する。
最大礫径はφ50mm程度である。
含水量は中位程度である。

粒径の不均一な中粗砂と軽石質砂より
なる。
φ2～30mm前後、最大φ50mm程度の軽石
を多量に混入し、一部は軽石主体で砂
礫状をなしている。
所々にφ2～10mm前後の亜角～亜円礫が
点在する。
含水量はやや多い。

粒径の概ね均一なシルト質砂で、わず
かに固結している。
互層状にシルトの薄層を挟む。
φ5～35mm前後の軽石を混入する。

粒径の不均一な細～中砂を主体とす
る。
所々にしらす様を呈する層厚5～50cm程
度のシルト質砂～シルト混じり細砂層
挟む。
φ2～20mm前後、最大50mm程度の軽石を
多く混入する。
φ2～10mm前後、最大30mm程度の亜角～
亜円礫を混入する。
含水量は中位程度である。

前庭的に不均質な砂質土層である。
粒径の不均一な細～中粗砂、砂礫状を
呈する軽石質砂よりなる粗粒砂質土と
シルト混じり砂またはシルト質砂より
なる細粒砂質土の互層である。
細粒砂質土の層厚は5～50cm程度で、や
や固結している。
φ2～30mm前後、最大60mm程度の軽石を
混入する。
また所々にφ2～20mm前後の亜角～亜円
礫を混入する。
含水量は中位～やや多い。
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混入する。
また所々にφ2～20mm前後の亜角～亜円
礫を混入する。
含水量は中位～やや多い。
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